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各国でのFHIRの適用方法

https://www.mhlw.go.jp/content/12600000/000708279.pdf
厚生労働省HP「HL7 FHIRに関する調査研究の報告書」（R2年3月）より



JP Core実装ガイドの位置づけ

東京大学 大江和彦教授提供資料より改変

HL7 International で定義された FHIR 基本仕様 R4.0.1

JP-CORE (HL7 FHIR JP Core 実装ガイド)

日本での利用に関する一般的な制限事項や説明を追加

JP-CCLIX 
(Compact Clinical Information Exchange)

(e.g.)JP-CRIS 
(Compact Research Information Set)

Compact specifications in 
medical information exchange

(e.g.) Compact specifications 
in clinical research

処方情報に
実装ガイド

健診結果報告
実装ガイド

退院サマリー
実装ガイド

診療情報提供書
実装ガイド

ユースケースごとの仕様 ユースケースごとの仕様

簡単に利活用で
きるのか？



http://hl7.org/fhir/R4/resourcelist.html
https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.1/index.html

HL7 FHIR JP Core実装ガイド

HL7 Internationalで定義された
FHIR基本仕様 R4.0.1



JP Core 実装ガイドの概要

https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.1/index.html

診療に利用する実装ガイドは
開発が進められている。

一方で、研究利用のための実
装ガイドはこれからの課題と

いわれている。



JP Core実装ガイドとユースケースごとの仕様

東京大学 大江和彦教授提供資料より改変

HL7 International で定義された FHIR 基本仕様 R4.0.1

JP-CORE (HL7 FHIR JP Core 実装ガイド)

日本での利用に関する一般的な制限事項や説明を追加

JP-CCLIX 
(Compact Clinical Information Exchange)

(e.g.)JP-CRIS 
(Compact Research Information Set)

Compact specifications in 
medical information exchange

(e.g.) Compact specifications 
in clinical research

処方情報に
実装ガイド

健診結果報告
実装ガイド

退院サマリー
実装ガイド

診療情報提供書
実装ガイド

ユースケースごとの仕様 ユースケースごとの仕様

簡単に利活用で
きるのか？



診療と研究におけるデータ活用のギャップ

Use in researchData used in Clinical care

大きな溝

Enter data in our practice

• 日本では、診療に関連する開発が中心
• 一方、研究には新たな検討事項が必要

• 匿名化や仮名化を考慮して resource.id に登録するIDを検討する必要がある。
• 研究でよく使われる(使われたい/使いたい)データ項目がカルテ・診療科システムには存在しない。

• FHIR で定義を作成し、項目の設定を検討する
• ベンダーや施設が異なれば、データを蓄積する方法も異なるが、FHIR に統合される。
• 入力データの絞り込み: 可能であれば、FHIR でデータ形式 (テキスト、数値など) を定義し、データを格納する。



Research-WGの必要性

HL7 International で定義された FHIR 基本仕様 R4.0.1

JP-CORE (FHIR JP-CORE 実装ガイド)

Compact Research Information Set

海外での活動を参考にし
た策定

日本での研究だけでなく、
グローバルな連携も促進

できる仕様

海外のステークホルダーか
ら積極的に情報発信や意
見を聞ける環境の整備

JPが仕様を提案できる活
動 グローバルチーム



FHIRの研究利用に関する調査論文

Vorisek CN, Lehne M, Klopfenstein SAI, Mayer PJ, Bartschke A, Haese T, Thun S Fast Healthcare Interoperability Resources (FHIR) for Interoperability in Health Research: Systematic Review JMIR Med Inform 2022;10(7):e35724

Fast Healthcare Interoperability Resources (FHIR) for Interoperability in Health Research: Systematic Review

Table 1. Numbers of studies according to area of FHIR application, medical specialty, 
and international standard.

Area Studies (N=49), n 
(%)

FHIRa application

Standardization of data 20 (41)

Data capture 14 (29)

Recruitment 7 (14)

Analysis 6 (12)

Consent management 2 (4)

Medical specialty

Generic approach 27 (55)

Infectious disease 8 (16)

Oncology 6 (12)

Genomics 4 (8)

Pulmonary hypertension 1 (2)

Neuroimaging research 1 (2)

Genomic cancer medicine 1 (2)

Environmental health 1 (2)

International standard

Other 21 (43)

None 18 (37)

LOINCb 14 (29)

SNOMED CTc 18 (37)

ICD-10d 9 (18)

OMOPe 6 (12)

• FHIR は、臨床、公衆衛生、疫学研究において、募集と同意管理、データの取得と標準化、および患者データの分析
の段階で成功裏に実装されていることが示さた。

• SNOMED CTやLOINCなどの国際用語の実装は一般的であり、REST APIとともに、他の標準と比較してよく使われてい
る。

• 一部の研究では、OMOP CDMなどの他の標準がFHIRを補完するものとして使用されており、異なる標準間で健康情
報をシームレスに統合および通信するためのインフラストラクチャの開発である可能性がある。

https://medinform.jmir.org/2022/7/e35724


HL7 FHIR ACCELERATOR Program

https://www.hl7.org/about/fhir-accelerator/

• FHIR Internationalでの取り組み。

• テーマを決め、FHIRの活用や利用促進を目的に情報の提供や実装
検討などをおこなうイニシアチブ。

• 現在、8つのプログラムが稼働している。



Research-WGのミッションについて

• 日本において医療情報を研究利用する際に、JPCoreに加えて実装
すべき事項の提言を行う。

• 日本国内のネットワーク研究に活用できるグローバルリソースから
のFHIR標準を導入・検証する。

• JPCoreチームによる、研究におけるFHIRの使用に関連する内部コ
ミュニケーションを促進する。



Research-WGの活動計画について

• 海外プロジェクトとのコラボレーションのあり方を検討
• Vulcan や CodeX などの情報を調査する。

• 勉強会の企画する。

• JPコアの研究利用に関する検討を行う
• 2文書6情報の研究利用

• ユースケースを検討して、実装を試みる
• レジメン情報



Vulcan およびCodeXについて

https://www.hl7.org/about/fhir-accelerator/

HL7アクセラレーターの一つで、診療と研究の間のギャップを埋め、業界の協力関係を戦略的に結び
つけ、集合的なリソースを最大化し、統合されたツールとリソースを提供することを目指すプログラム

mCODE などの CodeX HL7 FHIR 標準に関する相互運用可能なデータ モデリングと実装を加速するメンバー主導
のコミュニティ。がん、心血管イベント、ゲノミクスなどの医療と研究の大幅な改善にフォーカスしている。



がん領域：研究で使用するデータ

• 患者背景：腫瘍の情報 Stageなど

• 血液検査 … 毎回の治療開始前の確認（開始基準、中止基準）、有害事象の確認。

• レジメン … がん化学療法レジメン。薬物療法 +/- 放射線治療の治療計画。
（前治療、後治療などで収集。疾患レジストリの場合は期間中のレジメンを収集。）

• 抗腫瘍効果判定 … 画像での判断 or 臨床的判断。

• 有害事象 … 血液検査の変動 or 臨床的判断。

• 研究での集計や解析では、
「使用した薬剤」だけではなく、
「使用したレジメン」も考慮したい事がある。



活動計画：レジメンの表現方法の検討

• 現在の課題
• レジメン名称の統制用語集がない

• FHIRのどのリソースで表現するのか、検討が必要
• R5がリリースされ情報が整理されつつある

• 日本での実装方法について、Research-WGとPharmacy/medication
について検討を実施しているWGでコラボして検討を進める予定。



ご清聴ありがとうございました

Team
Kazuhiro Suzuki (The Cancer Institute Hospital of Japanese Foundation for 
Cancer Research), Keiko Ota (Osaka Metropolitan University Hospital), Kenji 
Sakanashi (Kyushu University Hospital), Yasunari Shiokawa（IHE Japan, HL7 
Japan）, Yoshihiro Aoyagi （National Cancer Center Hospital East）

積極的なコラボレーショ
ンを楽しみにしています!


	HL7 FHIR 日本実装検討WG（Research-WG）の活動内容ご紹介 
	トピック
	各国でのFHIRの適用方法
	JP Core実装ガイドの位置づけ
	スライド番号 5
	JP Core 実装ガイドの概要
	JP Core実装ガイドとユースケースごとの仕様
	診療と研究におけるデータ活用のギャップ
	Research-WGの必要性
	FHIRの研究利用に関する調査論文
	HL7 FHIR ACCELERATOR Program
	Research-WGのミッションについて
	Research-WGの活動計画について
	Vulcan およびCodeXについて
	がん領域：研究で使用するデータ
	活動計画：レジメンの表現方法の検討
	ご清聴ありがとうございました

